











The effect of verbal interaction at home on test anxiety and study 
time among junior high school students. 
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The purpose of this study was to demonstrate the effect of given phrase in a home environment on 
learner’s test anxiety and study time for junior high school students considering the importance of specific 
familiar individual who gave the learner words. The contents of given phrase based on achievement goal 
theory were instructed according to following three circumstances: in either case of obtaining higher or 
lower score on an English course examination than the specific familiar person expected and in a case of 
ordinary English learning. A hierarchical multiple regression analysis showed the given phrase in each 
circumstance and the importance of the specific familiar person had significant main effect on test anxiety 
and study time. The interaction between given phrase based on mastery-avoidance goal and the 
importance of the specific familiar person was found in the ordinary English learning circumstance. The 
results suggest that a number of mastery-avoidance phrase may reduce test anxiety when the phrase giver 
was important for the learner. 
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1 本論文は，法政大学大学院人文科学研究科心理学専攻に平成 26 年度に提出した修士論文と，日本教育心理学会第 56 回総
会で発表した内容に，一部加筆・修正をおこなったものである。 
61




















 原因帰属理論とテスト不安 原因帰属理論（attribution theory）とは，ある物事について生じた結果が，何











習などへの意欲を減退させるという負の影響を及ぼす傾向にあるとされている（Hammouri, 2004; Cassady, 
2004）。 































えられている（e.g., Pekrun, Elliot, & Maier, 2009）。達成目標理論とテスト不安の関連については，達成目標，
達成感情，学業成績の関連を検討した Bandalos, Finney, & Geske（2003）において， 遂行回避目標のみがテ
スト不安と関連を示すことが示唆されている。また，認知的テスト不安，完全主義，達成目標志向性，学業成





















































 先行研究においては，実験者が設定した課題の成績（Bertrams, Englert, Dickhäuser, & Baumeister, 2013），


























































































 テスト結果が特定の他者の期待以上だった場面（Table ３） はじめに，テストの特定の要素に対する不安
（第１因子）を従属変数とした場合には，Step １における回帰モデルが有意であった（R２ = .15, F(4,126) = 
5.72, p < .01）。ここでは，期待以上の結果だった原因を直前の努力に帰属した言葉かけと，重要度が有意な効
果を示していた（順に，b = 0.12, p < .01; b = 0.19, p < .01）。 
 テスト場面全般に対する不安（第２因子）を従属変数とした場合においても，Step １における回帰モデル
が有意であった（R２ = .09, F(4,126) = 3.22, p < .05）。ここでは，期待以上の結果だった原因を普段の努力に
帰属した言葉かけが有意な効果を示していた（b = -0.09, p < .05）。 
 英語の学習時間を従属変数とした場合も，Step １における回帰モデルが有意になった（R２ = .09, F(4,126) 
= 3.17, p < .05）。ここでは，期待以上の結果だった原因を普段の努力に帰属した言葉かけと，重要度が有意な
効果を示していた（順に，b = 12.52, p <.05; b = 19.28, p < .05）。 
 テスト結果が特定の他者の期待以下だった場面（Table ４） テストの特定の要素に対する不安（第１因子）
を従属変数とした場合には，Step １における回帰モデルが有意になった（R２ = .11, F(4,146) = 4.34, p < .01）。
ここでは，期待以下の結果だった原因を能力に帰属した言葉かけが有意な効果を示していた（b = 0.24, p < .01）。 
 テスト場面全般に対する不安（第２因子）を従属変数とした場合においても，Step １における回帰モデル
が有意になった（R２ = .08, F(4,146) = 3.32, p < .05）。ここでは，期待以下の結果だった原因を普段の努力に
帰属した言葉かけと，能力に帰属した言葉かけが有意な効果を示していた（順に，b = 0.90, p < .05; b = 0.20, p 
< .05）。 
 普段の学習場面（Table ５） テストの特定の要素に対する不安（第１因子）を従属変数とした場合には，
Step １における回帰モデルが有意であった（R２ = .11, F(5,123) = 3.02, p < .05）。ここでは，遂行回避的言葉
かけが有意な効果を示した（b = 0.21, p < .05）。また，Step ２における回帰モデルの R２の変化量は有意傾向
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であった（ΔR２ = .05, F(4,119) = 1.71, p < .10）。ここでは，遂行回避的言葉かけと（b = 0.18, p < .05），習
得回避的言葉かけ×重要度の交互作用が有意な効果を示した（b = -0.12, p < .05）。交互作用項の効果を検討す
るため，Cohen & Cohen（1983）にもとづき，独立変数として重要度における±１SD の値による従属変数へ
の効果の差異を確認したところ，重要度が高い場合においてのみ，習得回避的言葉かけの有意な効果が示され
た。 
 英語の学習時間，英語以外の学習時間を従属変数とした場合には，いずれも Step １における回帰モデルが
有意であり（順に，R２ = .10, F(5,123) = 2.75, p < .05, R２ = .11, F(5,123) = 2.94, p < .05），英語以外の学習
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